
令和７年度第１回 石川県入札監視委員会 議事要旨 

 

意見・質問 回答 

＜一般競争入札案件＞ 

①令和６年度（令和６年発生）農道災害復旧

事業 椎木・飯川谷地区 災害復旧工事 

 

・１者応札の理由について、「人員の確保が

困難なため」とあるが、代表者（県外企業も

可）というよりは、構成員について、人員確

保が難しかったということか。 

 

・代表者等の入札参加資格要件は、従来から

ある要件なのか。震災関連で新たに追加した

要件なのか。 

 

 

②６災１１２２号 二級河川松波川 河川

災害復旧工事（その１）（概略発注対象工事） 

 

・概略発注とのことだが、当初契約後、変更

契約はしたのか。 

 

・概略発注の場合、着工後に変更契約は無い

のか。 

 

・概略発注であることについて、業者はどこ

でわかるのか。 

 

 

③犀川左岸流域下水道 処理場整備工事（消

化タンク機械設備） 

 

・ＪＶの代表者として県外業者も参加可能と

なっているが、同様の工事では県内業者が落

札することが多いのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・構成員の参加可能業者は、能登地域であ

り、災害関係で他にも様々な工事を請負っ

ているため、人員の確保が難しかったと思

われる。 

 

・震災関連の資格要件ではなく、大規模な

トンネル工事で、これまでの実績等を踏ま

えて設定したものである。 

 

 

 

 

 

・現在、変更契約に向けて設計変更を実施

しているところである。 

 

・着工後に判明した事象に応じて変更契約

することもある。 

 

・工事名のほか、入札公告等に記載してい

る。 

 

 

 

 

 

・比較的県内業者が落札することが多い。 

 

 

 

 

 

 



令和７年度第１回 石川県入札監視委員会 議事要旨 

 

意見・質問 回答 

 

＜指名競争入札案件＞ 

④主要地方道 金沢田鶴浜線 地方道改築

（防災安全）工事（改良４工区）（ゼロ県債）

（余裕期間対象工事） 

 

・ゼロ県債とは何か。 

 

 

 

 

 

・余裕期間とは何か。 

 

 

 

 

 

・どういった工事を余裕期間の対象としてい

るのか。 

 

 

 

⑤重要文化財金沢城土蔵（鶴丸倉庫）・石川

門災害復旧工事 

 

・辞退と棄権の違いは何か。 

 

 

 

・辞退した業者の理由は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・契約した当初の年は支払が無いというも

のである。端境期対策として年度末発注の

工事で活用されることが多く、４月の年度

当初であっても工事ができるようにするた

めの制度である。 

 

・契約後、速やかに着工するのではなく、

着工までに一定の余裕期間を設けるもの

で、今回は３か月間とした。業者が技術者

の確保をしやすいようにするための制度で

ある。 

 

・供用時期が決まっているもの等、施工条

件が厳しいもの以外は対象とするようにし

ている。 

 

 

 

 

 

・辞退届が提出されていない場合は棄権と

なる。棄権であってもペナルティは無い。 

 

 

・技術者の確保が困難とのことである。 

 

 

 

 

 

 



令和７年度第１回 石川県入札監視委員会 議事要旨 

 

意見・質問 回答 

 

⑥金沢東警察署庁舎設備改修工事（電気設備

その２） 

 

・「特別な理由のある工事」とした理由は。 

 

 

 

 

 

・関連工事は一般競争で、今回の工事は指名

競争である。その違いは何か。 

 

＜随意契約案件＞ 

⑦釜屋谷上流域 県単緊急土砂災害復旧工

事（ブロック堰堤その１） 

 

・関連工事も同じ業者となっている理由は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・警察庁舎内で施工するもので、秘匿性が

高い工事である。また、警察庁舎は２４時

間稼働しており、警察の動きに合わせて臨

機応変に施工する能力を要するからであ

る。 

 

・予定価格が３千万円以上のものは一般競

争としている。 

 

 

 

 

 

・関連工事も含めて３つの工事があるが、

これらは一連の工事となっており、同一業

者が施工したほうが効率的であったためで

ある。 

 

 


